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市内在住の小池邦夫さん（日本絵手紙協会会長）による作品

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
平
成　

年
の
初
春
を
健
や
か
に
迎
え
ら

２４

れ
ま
し
た
こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政
並
び
に
市
議
会

に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
３
月　

日
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
交

１１

通
機
関
の
混
乱
を
は
じ
め
と
し
て
被
害
の
大
き
さ
に
市

民
の
皆
様
も
不
安
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
災
害
を
通
し
、
市
議
会
に
お
き
ま
し
て

も
放
射
能
対
策
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
な
ど
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
か
わ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
地
域
社
会
の
重
要

性
が
再
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
加
え
て
、
少
子
高

齢
時
代
を
迎
え
、
医
療
費
問
題
、
介
護
、
高
齢
者
の
見

守
り
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
課
題
に
対
し
、
誰
も
が
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
力
を
尽
く
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　

国
は
地
域
主
権
改
革
を
進
め
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
地
方
へ
の
権

限
移
譲
が
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
か

ら
の
地
方
議
会
は
、
団
体
意
思
の
決
定
機
関
で
あ
る
と

と
も
に
、
行
政
の
監
視
機
能
強
化
と
議
員
の
条
例
制
定

機
能
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
多
様
な
住
民
の
意

見
を
反
映
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
市
議

会
の
役
割
は
一
層
重
要
性
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

狛
江
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
議
会
改
革
を
進
め
、

よ
り
開
か
れ
た
議
会
運
営
を
通
じ
て
市
民
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ

ら
ぬ
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
明
る
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

狛江市議会議長

栗山　欽行

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
９
カ
月
、
未
だ
被
災
地
に
は
瓦

礫
の
山
が
残
り
、
復
興
は
遅
々
と
し
て
進
み
ま
せ
ん
。

　

狛
江
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
職
員
を
の
べ　

人
派
遣
し
、

５９

主
に
石
巻
市
の
避
難
所
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。
市
民

の
皆
様
の
義
援
金
は
２
千
万
円
を
超
え
、
市
民
ま
つ
り

や
共
通
商
品
券
発
行
事
業
な
ど
で
も
、
被
災
地
の
物
産

販
売
に
協
力
し
ま
し
た
。
今
回
の
被
災
は
未
曾
有
の
も

の
だ
け
に
、
息
の
長
い
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
正
月
「
東
京
一
安
全
な
都
市
」
の
実
現

を
掲
げ
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
ま
す
ま

す
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
年
内

に
、
お
そ
ら
く
全
国
最
初
の
「
安
心
安
全
基
本
条
例
」

を
ま
と
め
、
そ
の
推
進
体
制
や
責
務
を
明
示
し
ま
す
。

ま
た
防
災
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
発
災
時
の
速
や
か
な

本
部
体
制
確
立
や
市
の
事
業
継
続
を
可
能
に
し
ま
す
。

耐
震
化
は
、
学
校
施
設
で
ほ
ぼ
完
了
し
、
保
育
園
も
順

次
進
ん
で
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
災
害
時
の
要
援
護
者

支
援
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
避
難
所
運
営
協
議
会
を
現

在
の
１
カ
所
か
ら
３
カ
所
に
増
や
す
予
定
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
待
機
児
解
消
を
め
ざ
し
て
新
保
育
園
の

誘
致
、
学
校
普
通
教
室
へ
の
空
調
設
置
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
込
む
た
め
の
福
祉
基
本
条
例
見
直

し
、
狛
江
の
魅
力
づ
く
り
な
ど
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
市
民
の
参
加
と

協
働
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、「
参
加
と
協
働
の
推

進
に
関
す
る
基
本
条
例
」
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
昨

年
来
進
め
て
き
た
緑
の
実
態
調
査
を
ふ
ま
え
、
新
年
度

に
は
緑
の
基
本
計
画
改
定
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

東
京
農
業
大
学
と
の
協
働
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
協
働

の
形
を
よ
り
豊
か
に
し
な
が
ら
、「
市
民
が
主
役
の
ま

ち
」
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
様
の
一
層
の
お
力
添
え
と
、
こ
の
一
年
の
ご
多
幸

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

狛江市長

矢野 ゆたか

　

９
月
に
開
催
さ
れ
た
「
ダ
ブ
ル
ダ
ッ

チ
デ
ラ
イ
ト
キ
ッ
ズ
２
０
１
１
」
の
音

楽
に
合
わ
せ
て
競
技
す
る
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
部
門
に
お
い
て
、
第
二
中
学
校
ダ
ブ

ル
ダ
ッ
チ
部
が
優
勝
し
、　

月
４
日
に

１２

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
あ
る

ア
ポ
ロ
シ
ア
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
第

　

回
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
ホ
リ
デ
ー
ク
ラ
シ

２０ッ
ク
」
一
般
の
部
に
、
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
西
純
さ
ん
（
キ
ャ
プ
テ
ン
）、
大
鷲

悠
さ
ん
、
細
田
胡
桃
さ
ん
、
山
中
咲
季

さ
ん
、
安
本
夏
美
さ
ん
の
５
人
の
中
学

校
２
年
生
で
構
成
し
た「
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
狛
」

は
４
位
入
賞
の
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
制
限
時
間
内
に
跳
ん
だ
回
数

を
競
う
ス
ピ
ー
ド
部
門
に
お
い
て
も
メ

ン
バ
ー
の
３
人
が
参
加
し
た
シ
ン
グ
ル

ス
部
門
と
４
人
が
参
加
し
た
ダ
ブ
ル
ス

部
門
の
両
部
門
で
３
位
入
賞
の
栄
冠
を

手
に
入
れ
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室
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二
中
学
校

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
部

「
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
狛
」が
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東日本全体での電気の安定供給のため、無理のない範囲で、節電に協力をお願いします。
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「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
」
に
係
る
許
可
等
に
つ
い
て
は
、

現
在
都
道
府
県
の
事
務
と
な
っ
て

お
り
、
東
京
都
は
「
墓
地
等
の
構

造
設
備
及
び
管
理
の
基
準
等
に
関

す
る
条
例
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

都
墓
地
条
例
に
基
づ
く
許
可
事

務
等
が
４
月
１
日
か
ら
市
へ
権
限

移
譲
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
市
と

し
て
新
た
に
墓
地
等
に
関
す
る
条

例
を
制
定
し
ま
す
。

　

条
例
案
を
公
表
し
、
併
せ
て
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。
条
例
案
全
文
は
、
環
境
管
理

課
窓
口
で
閲
覧
で
き
る
他
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

●
条
例
の
基
本
的
な
考
え
方

　

原
則
と
し
て
、
都
墓
地
条
例
の

内
容
を
継
承
し
ま
す
。

●
条
例
の
目
的

　

墓
地
等
の
構
造
設
備
お
よ
び
管

理
の
基
準
そ
の
他
必
要
な
事
項
を

 
〔
日
程
〕　

日
掌

２９

〔
時
間
〕
午
前
９
時
～
午
後
１
時　

た
だ
し
、
納
税
課
の
市
税
の
納
付
は

午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

３０

還
付
・
口
座
振
替
等
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
１
時
ま
で
。

〔
開
設
窓
口
〕
市
民
課
・
課
税
課
・

納
税
課
・
健
康
支
援
課
保
険
年
金
係
・

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

※
取
扱
業
務
や
必
要
書
類
等
は
、
事

前
に
担
当
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

 
〔
駐
車
台
数
〕
７
台

〔
利
用
時
間
〕
午
前
７
時
～
翌
朝
２

時〔
利
用
で
き
る
車
両
〕
長
さ
２
・　
３０

杓
、
幅
１
・　

杓
ま
で

００

※　

呪
以
下
の
原
動
機
付
き
自
転
車
、

５０
お
よ
び
側
車
付
き
二
輪
自
動
車
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

〔
基
本
料
金
〕
１
時
間
１
０
０
円

（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）
※
最
大

料
金
は
一
営
業
日
あ
た
り
５
０
０
円

〔
早
朝
・
夜
間
割
引
〕
２
時
間
１
０

０
円
（
午
前
７
時
～
９
時
・
午
後
９

時
～
翌
朝
２
時
）

〔
夜
間
料
金
〕
２
０
０
円
（
午
前
２

時
～
７
時
）

〔
サ
ー
ビ
ス
券
〕
１
埀０
０
０
円
（
１

０
０
円
券　

枚
つ
づ
り
）・
３
埀
６
０

１１

０
円
（
４
０
０
円
券　

枚
つ
づ
り
）

１０

※
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
使
用
不
可
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
都
市
整
備
課
企
画

１
月
の
日
曜
窓
口

１
月
４
日
か
ら
狛
江
駅
北
口

地
下
駐
車
場
で
二
輪
自
動
車

（　

呪
超
）
の
受
け
入
れ
を

５０
開
始
し
ま
す

計
画
係

 
〔
日
時
〕
１
月　

日
昌
午
後
６
時
～

１８

８
時
（
５
時　

分
開
場
）

４５

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
内
容
〕
被
災
地
支
援
か
ら
見
え
て

き
た
地
域
防
災
と
男
女
共
同
参
画
の

視
点
に
立
っ
た
地
域
運
営
の
必
要
性

に
つ
い
て

〔
講
師
〕
萩
原
な
つ
子
さ
ん
（
立
教

大
学
大
学
院
教
授
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
安
心

安
全
課
へ
。

 
〔
対
象
〕
４
月
１
日
現
在
、
都
営
水

道
を
使
用
す
る
地
域
に
在
住
の　

歳
２０

以
上
の
方
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲

覧
と
日
本
語
で
電
子
メ
ー
ル
の
送
受

信
が
で
き
る
方
（
都
・
区
、
都
営
水

道　

市
町
の
職
員
は
除
く
）

２６
〔
定
員
〕
１
埀
０
０
０
人

〔
内
容
〕
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
（
年

６
回
程
度
）
な
ど

〔
謝
礼
〕
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
１
回

に
つ
き
図
書
カ
ー
ド
５
０
０
円
分

〔
任
期
〕
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

〔
申
し
込
み
〕
１
月　

日
昭
午
前　

１２

１０

時
か
ら
２
月　

日
昇
午
後
５
時
ま
で

１４

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.w
aterw

orks.m
etro.tokyo.

jp/

）
を
ご
覧
の
上
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
水
道
局
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
水
道
モ
ニ
タ
ー
事
務

局
察
（
５
３
０
４
）
７
１
２
２

防
災
講
演
会
～
東
日
本
大
震

災
か
ら
学
ぶ
地
域
の
防
災
活

動
～

東
京
都
水
道
局
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
水
道
モ
ニ
タ
ー
募
集

 
恭
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民
協
働
に

関
す
る
審
議
会
（
第　

回
条
例
改
正

１０

分
科
会
）

〔
日
時
〕
１
月　

日
昇
午
後
７
時
か

１０

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
案
件
〕
条
例
改
正
素
案
に
つ
い
て
、

他〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
協
働
調
整

担
当

恭
第
９
回
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民

協
働
に
関
す
る
審
議
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
昭
午
後
７
時
か

１２

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
案
件
〕
市
民
参
加
と
市
民
協
働
の

推
進
に
関
す
る
基
本
条
例
の
改
正
に

つ
い
て
、
他

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
協
働
調
整

担
当

恭
第
５
回
（
仮
称
）
狛
江
市
安
心
安

全
基
本
条
例
策
定
検
討
委
員
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
昇
午
後
１
時　

１０

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
案
件
〕（
仮
称
）
狛
江
市
安
心
安
全

基
本
条
例
に
つ
い
て

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

恭
第
９
回
狛
江
市
地
域
自
立
支
援
協

議
会
事
業
例
報
告
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
昇
午
後
６
時　

１０

３０

分
～
８
時　

分
３０

〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
案
件
〕
障
が
い
者
の
事
業
所
、
東

京
都
知
的
障
害
者
育
成
会
と
高
次
脳

機
能
障
害
と
支
援
す
る
人
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
サ

ー
ク
ル
エ
コ
ー
」
か
ら
の
事
業
報
告

※
手
話
通
訳
等
を
希
望
の
方
は
、
５

日
昭
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支

援
室
障
が
い
者
支
援
担
当

恭
第
４
回
狛
江
市
地
域
自
立
支
援
協

議
会
定
例
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
昭
午
後
３
時
～

１９

５
時

〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

※
手
話
通
訳
等
を
希
望
の
方
は
、　
１２

日
昭
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支

援
室
障
が
い
者
支
援
担
当

恭
第
９
回
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
議

〔
日
時
〕
１
月　

日
昌
午
後
７
時
か

１１

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
案
件
〕
少
年
少
女
綱
引
き
大
会
に

つ
い
て
、
他

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係

恭
第
１
９
６
回
東
京
都
都
市
計
画
審

議
会

〔
日
時
〕
２
月
９
日
昭
午
後
１
時　
３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
都
庁
第
二
本
庁
舎

〔
定
員
〕　

人
※
多
数
抽
選

１５

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
晶
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往

２０復
は
が
き
（
一
人
１
通
の
み
有
効
）

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
〒
１
６
３
們
８
０
０
１
新
宿

区
西
新
宿
２
們
８
們
１
東
京
都
都
市

整
備
局
都
市
計
画
課
察（
５
３
８
８
）

３
２
２
５
へ
。
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定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
も
っ
て
墓

地
等
の
経
営
の
適
正
化
お
よ
び
墓

地
等
と
周
辺
環
境
と
の
調
和
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

●
墓
地
等
の
経
営
主
体

▽
地
方
公
共
団
体

▽
市
内
に
事
務
所
を
有
す
る
宗
教

法
人
お
よ
び
公
益
法
人

●
墓
地
等
の
経
営
許
可
等

　

墓
地
等
を
経
営
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
市
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
ま
す
。

ま
た
、
申
請
前
の
協
議
等
に
つ
い

て
も
定
め
ま
す
。

●
焼
骨
以
外
の
埋
蔵
の
禁
止
等

　

焼
骨
の
他
は
、
埋
蔵
ま
た
は
埋

葬
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

定
め
ま
す
。

●
墓
地
等
の
設
置
場
所

▽
墓
地
の
設
置
場
所
は
墓
地
を
経

営
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
所
有
す

る
土
地
で
、
所
有
権
以
外
の
権
利

が
存
じ
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
地
方
公
共
団
体
が
墓
地
等

を
経
営
す
る
と
き
、
ま
た
は
市
が

特
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
火
葬
場
の
設
置
場
所
は
住
宅
等

か
ら
お
お
む
ね
２
５
０
杓
以
上
離

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

ま
す
。

●
墓
地
等
の
構
造
設
備
基
準

　

墓
地
等
の
構
造
設
備
基
準
、
管

理
者
の
講
ず
る
べ
き
措
置
に
つ
い

て
定
め
ま
す
。

●
施
行
期
日

　

４
月
１
日

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 

募
集

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
の
方

〔
提
出
方
法
・
問
い
合
わ
せ
〕
１

月　

日
昌
（
必
着
）
ま
で
に
、
住

１８
所
・
氏
名
お
よ
び
在
学
・
在
勤
の

方
は
そ
の
名
称
等
を
記
入
の
上
、

環
境
管
理
課
窓
口
へ
提
出
・
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
環
境
管
理
課

環
境
整
備
係
へ
。

狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防狛江市消防団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初出初式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

（
仮
称
）

（
仮
称
）狛狛
江
市
墓
地
等
の
経
営
の
許

江
市
墓
地
等
の
経
営
の
許
可可

等
に
関
す
る
条
例
案
の
公

等
に
関
す
る
条
例
案
の
公
表表

▼▼
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
いい
▲▲

〔日時〕１月８日掌午前１０時から
〔会場〕第一中学校校庭
※雨天時はエコルマホール
〔内容〕消防ポンプ車の市内パレード、
小隊操練、基本・応用操法の演技の他、
狛江消防少年団の行進・展示等

　午前７時３０分から１分間、団員招
集のために市内各消防団器具置場の
サイレンを吹鳴します。

〔問い合わせ〕安心安全課

狛江消防署狛江通り
第一小学校

緑野小学校緑野小学校

市役所市役所

和泉小学校和泉小学校

狛江駅
小田
急線

至 和泉多摩川駅

至 

喜
多
見
駅

和泉本町 4丁目25番先
午前 9時47分ごろ

元和泉 2丁目36番先
午前 9時42分ごろ

狛江市役所前
交差点
午前 9時35分ごろ

第一中学校
午前 9時55分ごろ到着

第一中学校
午前 9時30分出発

市内パレードコース図
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通
学
区
域
は
学
校

と
地
域
社
会
を
結
び

つ
け
る
副
次
的
な
役

割
も
果
た
し
て
い
ま

す
が
、
保
護
者
、
児

童
・
生
徒
の
事
情
に

も
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
通

学
区
域
外
か
ら
の
通

学
に
関
す
る
承
認
基
準
を
設
け
、
学

校
に
お
け
る
受
け
入
れ
状
況
等
を
踏

ま
え
、
指
定
校
以
外
の
学
校
へ
の
通

学
を
認
め
て
い
ま
す
。

　

指
定
校
以
外
の
学
校
を
希
望
し
、

別
表
に
該
当
す
る
児
童
・
生
徒
は
、

申
請
手
続
き
の
上
、
可
否
に
つ
い
て

審
査
を
し
ま
す
。
た
だ
し
、
学
校
の

受
け
入
れ
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
認

め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

４
月
に
市
立
小
・
中
学
校
に
入
学

す
る
子
ど
も
の
保
護
者
の
方
へ
、
入

学
式
の
日
時
と
就
学
先
を
指
定
し
た

就
学
通
知
書
（
郵
便
往
復
は
が
き
）

を
１
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
返
信

用
は
が
き
（
了
知
書
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
２
月　

日
晶
ま
で
に

１７

届
く
よ
う
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
立
・
私
立
の
学
校
に
入
学
す
る

方
は
、
そ
の
学
校
の
入
学
許
可
書
ま

た
は
承
諾
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
提
出
済
み
の
方
は
再
提
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

通
知
書
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
平

成　

年　

月　

日
昌
以
降
に
転
入
さ

２３

１２

２８

れ
た
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
学
説
明
会
を
下
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
で
き
る
限
り
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

通
学
区
域
外
か
ら
の 

通
学
に
関
す
る
承
認
基
準

　

通
学
区
域
制
度
は
、
学
校
の
適
正

規
模
・
適
正
配
置
と
教
育
内
容
を
保

障
し
、
計
画
的
な
学
校
経
営
を
行
う

こ
と
で
、
義
務
教
育
に
お
け
る
教
育

の
機
会
均
等
と
教
育
水
準
の
維
持
向

上
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■別表１　指定校変更承認基準（市内での学区外通学）
添付書類期　間承認要件分　類

害

卒業まで

指定校よりも隣接校の方が、通学距
離が近い場合（ただし、通学距離は
通学路を基準に計測する）

通学距離

居住地
理　由

指定校変更に
関する調書

学年途中で市内転居した場合で、現
に通学している学校に引き続き通学
を希望する場合

途中転居

賃貸借契約書
等、転居する
ことが確認で
きる書類

転居日まで
近い将来、市内で転居することが確
実なため、あらかじめ転居先の学校
への通学を希望する場合

転居予定

勤務先等を証
明する書類

その理由が
存する期間

共働き・ひとり親等により、下校後の
保護に欠ける状態であり、希望校の
近くに保護先が確保されている場合

保護先

家庭環境
入所決定通知
書等

卒業まで

入所（入会）が決定している学童保
育所、小学生クラブの近くの小学校
への通学を希望する場合

学童
保育所等

害兄弟姉妹が現に通学している場合兄弟姉妹

教育的
配　慮

指定校変更に
関する調書

いじめ等学校生活の状況から指定校
への就学が困難と認められる場合いじめ等

害

指定校の変更により通学していた小
学校を卒業した児童が、当該小学校
の卒業生が通常進学する中学校への
進学を希望する場合

指定校変
更卒業生

害
指定校にない部活動、もしくはさら
に充実した部活動がある学校への通
学を希望する場合

部活動（※）

状況を証明す
る書類

その理由が
存する期間

児童生徒が義務教育を円滑に受ける
ために特に配慮が必要だと教育委員
会が認める場合

その他

※部活動については、就学後の部活動を保障するものではありません。

■別表２　区域外就学承認基準（市外からの通学）
添付書類期　間承諾要件分　類

区域外就学に
関する調書

学期末まで
（ただし、
最終学年は
卒業まで）

学年途中で市外転出した場合で、現
に通学している学校に引き続き通学
を希望する場合（ただし、通学に要す
る時間が原則１時間以内であること）

途中転出

居住地
理　由 賃貸借契約書

等、転入する
ことが確認で
きる書類

転入日まで
近い将来、市内に転入することが確
実なため、あらかじめ転入先の学校
への通学を希望する場合

転入予定

勤務先等を証
明する書類

その理由が
存する期間

共働き・ひとり親等により、下校後の
保護に欠ける状態であり、希望校の
近くに保護先が確保されている場合

保護先家庭環境

害
兄弟姉妹が
現に通学し
ている期間

兄弟姉妹が現に通学している場合兄弟姉妹

教育的
配　慮

区域外就学に
関する調書卒業までいじめ等学校生活の状況から指定校

への就学が困難と認められる場合いじめ等

状況を証明す
る書類

その理由が
存する期間

児童生徒が義務教育を円滑に受ける
ために、特に配慮が必要だと教育委
員会が認める場合

その他

〔
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課
学
事
給
食
係
へ
。

市市市市市市市市市市
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小小小小小小小小小小
・・・・・・・・・・
中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校
のののののののののの
就就就就就就就就就就
学学学学学学学学学学
通通通通通通通通通通
知知知知知知知知知知
書書書書書書書書書書

市
立
小
・
中
学
校
の
就
学
通
知
書
ののののののののののの

発発発発発発発発発発
送送送送送送送送送送
とととととととととと
入入入入入入入入入入
学学学学学学学学学学
説説説説説説説説説説
明明明明明明明明明明
会会会会会会会会会会

発
送
と
入
学
説
明
会  
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平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の
市

内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
、
平

成　

年　

月
に
成
人
式
の
ご
案
内

２３

１２

を
封
書
で
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
案
内
が
届
い
て
い
な
い
方
、

市
内
に
住
民
登
録
の
な
い
方
で
参

加
を
希
望
す
る
方
、
お
よ
び
障
が

い
の
あ
る
方
で
付
き
添
い
が
必
要

な
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
式
典
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

〔
日
時
〕
１
月
９
日
抄
午
前　

時
１１

～
午
後
２
時　

分
（
午
前　

時　

３０

１０

１５

分
か
ら
受
け
付
け
）

〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

※
保
護
者
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

〔
内
容
〕
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
、
○
×

多
数
派
ク
イ
ズ
、
抽
選
会
、
立
食

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
青
少
年
課

児
童
青
少
年
係

成
人
式
に
参
加
く
だ
さ
い

■市立小・中学校の入学説明会日程一覧

実施日時学校名
２月１３日捷午後２時３０分から第一小学校
２月３日晶午後２時から第三小学校
２月１６日昭午後２時３０分から第五小学校
２月２１日昇午後２時から第六小学校
２月１４日昇午後２時から和泉小学校
２月９日昭午後２時から緑野小学校
２月６日捷午後２時３０分から
〔授業公開〕午後１時３０分～２時２０分第一中学校

２月１４日昇午後２時３５分から
〔授業公開〕午後１時３０分～２時２０分第二中学校

２月１４日昇午後２時３０分から
〔授業公開〕午後１時３０分～２時２０分第三中学校

２月１０日晶午後２時３０分から
〔授業公開〕午後１時３０分～２時２０分第四中学校

+
+

+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+

　

絵
手
紙
を
送
っ
て
い
た
だ
く
「
狛

江
倆
絵
手
紙
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集

し
ま
す
。
絵
手
紙
は
、
絵
手
紙
街
角

ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
の
展
示
等
、「
絵
手
紙

発
祥
の
地
倆
狛
江
」
事
業
に
活
用
し

ま
す
。

〔
申
し
込
み
〕
地
域
活
性
課
お
よ
び

市
内
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る

募
集
チ
ラ
シ
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
等
を
記
入
の
上
、
持

参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

（shibunkkr@
city.kom

ae.lg.
jp

）
で
地
域
活
性
課
市
民
文
化
係
へ
。

　

平
成　

年
を
明
る
い
年
に
す
る
た

２４

め
に
、「
元
気
が
出
る
絵
手
紙
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
絵
手
紙
を
募
集
し
ま
す
。

絵
手
紙
は
、
市
内　

カ
所
に
あ
る
絵

２９

手
紙
街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
（
商
店
や

掲
示
板
等
）
に
展
示
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
絵
手
紙
を
お
待
ち
し

ま
す
。

〔
送
付
先
〕
１
月　

日
昇
（
消
印
有

３１

効
）
ま
で
に
、
は
が
き
の
宛
名
面
に

「
元
気
が
出
る
絵
手
紙
」
と
記
入
の

上
、
地
域
活
性
課
市
民
文
化
係
へ
。

　

成
人
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

普
段
言
え
な
い
気
持
ち
を
手
書
き
の

言
葉
で
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー
で
展
示
後
、

切
手
を
貼
っ
て
宛
先
に
送
付
し
ま
す
。

〔
対
象
〕
１
月
９
日
抄
の
市
の
成
人

式
を
迎
え
る
方

〔
回
収
方
法
〕
対
象
者
に
送
付
済
み

の
専
用
は
が
き
に
、
伝
え
た
い
気
持

ち
と
送
付
先
を
書
き
、
成
人
式
当
日

に
会
場
の
受
付
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
会
場
で
記
入
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
は

あ
り
ま
せ
ん
。
来
場
で
き
な
い
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～
は
が
き
で
伝
え
る　

あ
り
が
と
う
～

+
+

+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+

〔問い合わせ〕「絵手紙発祥の地崖狛江」実行委員会事務局（地域活性課市民文化係）

狛
江
倆
絵
手
紙
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

新
成
人
の
絵
手
紙
募
集

節目のお祝い

元
気
が
出
る
絵
手
紙
募
集
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矢
野　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
３
月
の
東
日
本

大
震
災
で
被
災
地
が
深
刻
な
被
害
を

受
け
、
日
本
全
体
が
沈
滞
し
た
雰
囲

気
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
女

子
サ
ッ
カ
ー「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
優
勝
し
た
こ

と
は
、
本
当
に
全
国
民
を
励
ま
し
、

希
望
を
持
っ
て
、
頑
張
ろ
う
と
い
う

気
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た

意
味
で
も
女
子
サ
ッ
カ
ー
に
と
っ
て
、

大
き
な
節
目
の
年
だ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

特
に
野
田
さ
ん
は
、
小
さ
い
頃
か

ら
サ
ッ
カ
ー
を
さ
れ
て
い
て
、
中
学

生
で
日
本
の
女
子
選
抜
チ
ー
ム
に
選

ば
れ
、
そ
の
後
女
子
サ
ッ
カ
ー
が
最

初
に
採
用
さ
れ
た
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
代
表
の
キ
ャ
プ
テ

ン
を
務
め
ら
れ
て
き
た
の
で
、
非
常

に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
現
在
、
日
テ
レ
・
ベ
レ

ー
ザ
の
監
督
と
し
て
、
代
表
チ
ー
ム

に
選
手
を
送
り
、
そ
の
選
手
た
ち
が

栄
冠
を
つ
か
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、

大
き
な
喜
び
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
狛
江
出
身
の
野
田
さ
ん
を
新

春
対
談
で
お
迎
え
で
き
る
こ
と
を
大

変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
狛
江
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

野
田　

今
は
緑
野
小
学
校
で
す
け
ど
、

第
二
小
学
校
と
第
一
中
学
校
に
通
い

ま
し
た
。
高
校
は
市
外
の
学
校
に
行

き
ま
し
た
が
、
狛
江
が
育
ち
の
場
所

と
い
う
か
ふ
る
さ
と
で
す
ね
。

矢
野　

狛
江
の
イ
メ
ー
ジ
や
好
き
な

場
所
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

野
田　

す
ご
く
小
さ
な
市
で
、
水
と

緑
が
き
れ
い
で
、
多
摩
川
が
近
い
と

い
う
の
が
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。
好
き

な
場
所
は
や
は
り
多
摩
川
で
す
ね
。

多
摩
川
で
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
サ

ッ
カ
ー
の
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
し
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
つ
ら
い
時
と

か
ぼ
～
っ
と
見
て
い
た
り
と
、
何
と

な
く
安
ら
ぎ
の
場
所
で
あ
り
、
東
京

都
の
中
に
あ
り
な
が
ら
ほ
の
ぼ
の
す

る
所
な
ん
で
す
。

矢
野　

サ
ッ
カ
ー
は
い
つ
頃
か
ら
始

め
ら
れ
た
ん
で
す
か
。

野
田　

小
学
校
５
年
の
終
わ
り
く
ら

い
に
。
男
子
は
サ
ッ
カ
ー
部
が
あ
っ

た
ん
で
す
が
、
女
子
は
な
か
っ
た
ん

で
す
。
た
だ
、
狛
江
市
の
大
会
に
女

子
の
部
も
あ
る
か
ら
チ
ー
ム
を
作
っ

て
出
て
み
な
い
か
と
誘
わ
れ
て
…
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
仲
の
良
い
子
た

ち
を
集
め
て
、
一
中
の
横
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、
す

ご
く
面
白
か
っ
た
ん
で
す
。
近
隣
の

小
金
井
市
や
小
平
市
も
そ
の
頃
す
ご

く
女
子
サ
ッ
カ
ー
が
盛
ん
で
、
チ
ー

ム
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
じ
ゃ

あ
こ
の
ま
ま
続
け
て
み
よ
う
か
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

矢
野　

小
さ
い
頃
か
ら
か
な
り
活
発

な
お
嬢
さ
ん
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

野
田　

そ
う
で
す
ね
。
男
子
と
野
球

な
ど
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
。
で
も
、

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
あ
ま
り
ス
ポ
ー
ツ
は
好
き
で
は

な
く
て
、
鬼
ご
っ
こ
と
か
タ
コ
山
公

園
で
元
気
よ
く
遊
ん
で
い
る
と
い
う

感
じ
で
し
た
ね
。
そ
れ
か
ら
市
内
全

域
を
使
っ
て
、
泥
棒
と
警
察
に
分
か

れ
て
行
う
鬼
ご
っ
こ
の「
ド
ロ
ケ
イ
」

を
や
る
の
が
、
一
番
楽
し
か
っ
た
で

す
。

矢
野　

そ
し
て
、
中
学
校
の
時
に
当

時
の
ベ
レ
ー
ザ
に
入
ら
れ
ま
し
た
ね
。

野
田　

小
学
校
６
年
の
時
に
、
読
売

ラ
ン
ド
で
女
子
の
大
会
が
あ
っ
て
、

二
小
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
出
場
し
ま

し
た
が
、
そ
の
時
に
今
の
東
京
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
の
女
子
チ
ー
ム
に
あ
た
る
ベ

レ
ー
ザ
と
い
う
チ
ー
ム
が
で
き
た
ば

か
り
で
、そ
の
チ
ー
ム
の
方
か
ら「
中

学
生
か
ら
う
ち
で
や
ら
な
い
か
」
と

声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

矢
野　

狛
江
を
離
れ
ら
れ
た
の
は
。

女
子
サ
ッ
カ
ー
に
は
ス
ポ
ッ
ト
が
当

た
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ
ね
。

野
田　

そ
う
で
す
ね
。
マ
イ
ナ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
中
の
さ
ら
に
ち
ょ
っ
と
下

の
方
か
な
と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
。

世
の
中
の
人
に
女
子
サ
ッ
カ
ー
を
知

っ
て
も
ら
お
う
、
認
め
て
も
ら
お
う

と
い
う
の
を
常
に
合
言
葉
に
し
て
、

そ
れ
を
ず
っ
と
後
輩
た
ち
が
継
承
し

て
い
っ
て
今
が
あ
る
。
今
回
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
優
勝
と
い
う
の
は
、

そ
の
時
強
か
っ
た
か
ら
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
何
十
年
も
か
け
て
み
ん

な
で
つ
な
い
で
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

野
田　

高
校
を
卒
業
し
た
時
で
す
ね
。

読
売
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
近
く

に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
、
仕
事
と
サ

ッ
カ
ー
を
両
立
し
な
が
ら
頑
張
り
た

い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
。

矢
野　

当
時
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は

ど
う
で
し
た
か
。
大
変
だ
っ
た
話
は

い
ろ
い
ろ
と
聞
く
ん
で
す
が
。

野
田　

当
時
は
、
ま
ず
最
初
に
「
女

の
子
が
サ
ッ
カ
ー
な
ん
て
危
な
い
か

ら
止
め
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
る
か
、

「
け
が
を
す
る
か
ら
止
め
な
さ
い
」

と
…
。
さ
ら
に
は
「
子
ど
も
が
産
め

な
く
な
る
か
ら
止
め
な
さ
い
」
と
か
、

そ
う
い
う
時
代
で
し
た
ね
。「
え
っ
！

女
の
子
が
サ
ッ
カ
ー
や
っ
て
る
の
」

と
言
わ
れ
て
、
驚
か
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
。

矢
野　

野
田
さ
ん
は
、
実
は
広
報
こ

ま
え
へ
の
登
場
は
２
度
目
な
ん
で
す

よ
。

野
田　

そ
う
な
ん
で
す
か
涯

矢
野　

対
談
で
は
な
い
の
で
す
が
、

平
成
６
年
１
月
１
日
号
で
「
狛
江
の

魅
力
あ
る
人
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
に

登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
は

ス
イ
ー
パ
ー
で
頑
張
っ
て
い
る
記
事

に
な
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

野
田　

私
は
現
役
の
時
は
、
真
ん
中

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
全
部
経
験
し
ま
し

た
。
最
初
は
ボ
ラ
ン
チ
に
い
ま
し
た

が
、
広
報
に
掲
載
さ
れ
た
時
は
、
ス

イ
ー
パ
ー
と
い
う
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク

に
い
て
、
そ
の
後
す
ぐ
に
セ
ン
タ
ー

フ
ォ
ワ
ー
ド
に
行
っ
て
、
ア
ト
ラ
ン

タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
は
セ
ン
タ
ー

フ
ォ
ワ
ー
ド
で
し
た
。

矢
野　

野
田
さ
ん
に
広
報
に
登
場
い

た
だ
い
た
当
時
は
、
男
子
の
Ｊ
リ
ー

グ
が
始
ま
っ
て
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
大

々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

国
な
ど
の
ア
ジ
ア
勢
が
身
体
の
大
き

さ
が
な
い
分
、
違
う
と
こ
ろ
で
そ
れ

に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
地
道

に
ず
っ
と
や
っ
て
き
て
、
今
が
ち
ょ

う
ど
追
い
付
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ

だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

あ
と
、
私
が
掲
げ
た
の
は
海
外
慣

れ
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
選
手
を
ど
ん

ど
ん
海
外
に
送
ろ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
い
ろ
い
ろ
と
賛
否
両
論
が
あ
っ

た
ん
で
す
け
ど
、
私
も
現
役
時
代
に

海
外
へ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
い
う

の
が
、
一
番
な
か
な
か
振
り
払
え
な

く
て
。
別
に
何
も
劣
っ
て
い
な
い
の

に
、
何
と
な
く
ア
メ
リ
カ
人
の
方
が

か
っ
こ
よ
く
見
え
た
り
も
す
る
の
で
、

フ
ィ
ジ
カ
ル
の
差
、
体
力
の
差
を
感

じ
な
が
ら　

年
常
に
代
表
活
動
を
や

２０

っ
て
い
る
の
に
、
そ
こ
は
い
つ
も
同

じ
課
題
と
い
う
か
、
課
題
が
変
わ
ら

な
か
っ
た
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
海
外
に
行
っ
て
慣
れ
る
こ
と

矢
野　

昨
年
、
あ
れ
だ
け
脚
光
を
浴

び
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
は

一
番
大
事
な
定
着
の
時
期
に
入
っ
て

き
ま
す
よ
ね
。
今
は
サ
ッ
カ
ー
協
会

の
理
事
も
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

今
後
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
を
ど
の
よ
う

な
方
向
に
持
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
か
？

野
田　

理
事
就
任
の
方
が
監
督
就
任

よ
り
も
早
く
、
一
昨
年
ま
で
は
理
事

と
し
て
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
強

化
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
を
頂
点
に
、
そ
の
下
に

ア
ン
ダ
ー　

と　

の
、
全
部
で
３
つ

２０

１７

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
っ
て
、
３
種
類

の
代
表
が
い
る
ん
で
す
け
ど
、
代
表

に
関
わ
る
す
べ
て
の
強
化
の
担
当
と

し
て
、
ず
っ
と
海
外
に
行
き
っ
ぱ
な

し
で
し
た
。
ど
う
に
か
し
て
女
子
サ

ッ
カ
ー
を
広
め
よ
う
、
も
っ
と
も
っ

と
女
子
サ
ッ
カ
ー
を
強
く
し
よ
う
と

い
う
と
こ
ろ
で
、
一
番
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
女
子
の
サ
ッ
カ
ー
人
口
を
増
や

す
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
た
め
の

ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
を
世
界
一
に
し
よ
う
と
日

々
言
っ
て
い
ま
し
た
。

矢
野　

本
当
に
世
界
一
に
な
る
と
思

っ
て
い
ま
し
た
か
？

野
田　

思
っ
て
ま
し
た
よ
。
じ
ゃ
あ

も
う
一
回
同
じ
大
会
を
や
っ
た
ら
ど

う
か
？
と
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
あ
る

ん
で
す
が
。
た
だ
、
し
っ
か
り
つ
な

い
で
い
く
サ
ッ
カ
ー
を
世
界
は
今
や

っ
て
な
い
で
す
ね
。
ド
イ
ツ
や
ア
メ

リ
カ
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
が
強
く
て
身
体

は
大
き
い
の
に
そ
れ
を
生
か
し
た
も

の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
溺
れ
て
い
る

と
い
う
か
、
す
ご
く
ア
バ
ウ
ト
な
サ

ッ
カ
ー
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
ま

で
は
そ
う
い
う
サ
ッ
カ
ー
が
強
か
っ

た
ん
で
す
。
で
も
、
だ
ん
だ
ん
そ
れ

に
対
抗
す
る
チ
ー
ム
が
出
て
き
て
、

日
本
も
そ
う
で
す
し
、
北
朝
鮮
や
韓

新
春
対
談

新
春
対
談

狛
江
と
の
つ
な
が

狛
江
と
の
つ
な
が
りり

サ
ッ
カ
ー
へ
の
思

サ
ッ
カ
ー
へ
の
思
いい

煙
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
煙

日
テ
レ
・
ベ

レ
ー
ザ
監
督

　

高
校
卒
業
時
ま
で
市
内
和
泉
本
町

在
住

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
、
昭

和　

年
か
ら
平
成
８
年
ま
で
読
売
サ

５７
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
女
子
・
ベ
レ
ー
ザ（
現

日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ
）、
宝
塚
バ
ニ
ー

ズ
レ
デ
ィ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で

活
躍
、
こ
の
間
日
本
代
表
選
手
と
し

 
野  
田 　
 
朱  
美 
さ
ん

の 

だ 

あ
け 

み
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で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
サ
ッ
カ
ー
文
化

を
肌
で
感
じ
て
も
ら
っ
て
、
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
を
な
く
し
、
自
信
を
つ
け

さ
せ
る
。
そ
し
て
、
言
葉
が
話
せ
る

よ
う
に
な
れ
ば
友
達
も
で
き
て
、
そ

れ
を
こ
ち
ら
側
か
ら
見
た
ら
す
ご
く

同
等
に
見
え
て
く
る
ん
で
す
。
勝
つ

に
は
こ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
し
か
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

矢
野　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
終
わ
っ

て
か
ら
リ
ー
グ
戦
の
観
客
動
員
が
す

ご
か
っ
た
で
す
ね
。
わ
ず
か
な
応
援

団
し
か
い
な
か
っ
た
の
に
、
今
や
行

列
し
て
競
技
場
に
入
る
の
を
待
っ
て

い
る
状
態
で
す
。
感
慨
深
い
も
の
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

野
田　

そ
う
で
す
ね
。
今
は
正
直
不

思
議
な
光
景
だ
な
あ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
ブ
ー
ム
が
あ
っ
て
観

に
来
て
く
だ
さ
る
方
が
多
い
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
、
自
分
た
ち
が
い
い

試
合
を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
ス
ト
ッ

ク
の
数
字
が
ど
う
な
る
か
が
大
事
だ

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
試
合
ご
と
に

結
果
に
も
も
ち
ろ
ん
こ
だ
わ
る
ん
で

す
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
が
喜
び
、
わ
く

わ
く
す
る
よ
う
な
サ
ッ
カ
ー
を
目
指

し
て
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

責
任
感
も
痛
切
に
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
、
選
手
は
自
分
の

言
っ
た
こ
と
を
忠
実
に
や
っ
て
く
れ

る
の
で
、
鏡
み
た
い
な
も
の
で
自
分

が
映
し
出
さ
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。

選
手
が
自
分
を
信
じ
て
付
い
て
き
て

く
れ
る
と
こ
ろ
は
、
自
分
も
勉
強
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

矢
野　

今
回
の
快
挙
は
、
多
く
の
若

い
人
も
注
目
し
た
と
思
い
ま
す
が
、

若
い
人
た
ち
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

野
田　

今
、
こ
う
し
た
時
代
の
中
で
、

卵
が
先
か
ニ
ワ
ト
リ
が
先
か
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
け
れ
ど
、
私
た
ち
女
子
サ

ッ
カ
ー
は
環
境
を
整
え
て
も
ら
う
の

が
先
で
な
く
て
、
常
に
自
分
た
ち
が

頑
張
る
こ
と
で
環
境
を
整
え
て
い
く

と
い
う
こ
と
を　

年
、　

年
か
け
て

２０

３０

実
践
し
て
作
っ
て
き
た
と
い
う
の
が

一
番
の
自
慢
な
ん
で
す
。
何
か
の
せ

い
に
す
る
の
で
は
な
く
て
、
ま
ず
は

自
分
で
や
っ
て
み
る
こ
と
。
今
の
う

ち
の
選
手
も
決
し
て
恵
ま
れ
て
い
る

わ
け
で
な
く
、
働
き
な
が
ら
夜
の
時

間
を
使
っ
て
毎
日
厳
し
い
練
習
を
積

み
重
ね
て
、
少
し
ず
つ
結
果
を
出
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
忍
耐
強
さ
が
、
日
本
人
の
い
い

と
こ
ろ
な
の
で
、
今
の
若
い
人
た
ち

も
も
っ
と
も
っ
と
元
気
よ
く
や
っ
て

ほ
し
い
な
。
サ
ッ
カ
ー
が
き
っ
か
け

に
な
っ
て
、
み
ん
な
が
元
気
に
な
っ

て
く
れ
た
ら
非
常
に
嬉
し
い
で
す
ね
。

矢
野　

と
こ
ろ
で
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
再
び
夢
は
実
現
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
？
国
民
は
非
常
に
期

待
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

野
田　

ま
さ
に
真
価
を
問
わ
れ
る
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
女
子
の
大
会

は
男
子
と
違
い
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
続
き
年
で
あ
る

の
で
、
実
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
プ

レ
大
会
み
た
い
に
な
っ
て
い
て
、
徹

底
的
に
分
析
さ
れ
ま
す
。
日
本
が
真

の
世
界
一
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
試
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

矢
野　

こ
れ
ま
で
の
体
力
勝
負
か
ら
、

日
本
の
技
術
と
か
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に

対
応
す
る
戦
略
が
出
て
き
ま
す
よ
ね
。

日
本
は
マ
ー
ク
さ
れ
る
立
場
に
な
る

か
ら
大
変
で
は
。

野
田　

今
度
は
追
わ
れ
る
身
の
つ
ら

さ
で
、
重
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
大
き

く
の
し
か
か
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、

そ
れ
で
も
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
思
う
し
、
も
し
仮
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
じ
ゃ
な
い
と
し

て
も
、
そ
れ
で
も
ま
た
引
き
続
き
支

え
て
も
ら
え
る
た
め
に
も
今
私
た
ち

が
積
み
重
ね
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

矢
野　

多
摩
地
域
で
国
体
を
や
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
の
を
十
数
年
来
運
動

し
て
き
て
、
そ
れ
が
実
り
来
年
東
京

多
摩
国
体
を
や
る
ん
で
す
。
会
場
は

分
散
し
て
開
催
す
る
ん
で
す
が
、
狛

江
市
は
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
市
民

総
合
体
育
館
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
一
過
性
の
イ
ベ
ン

ト
に
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
機
会
に

市
民
ス
ポ
ー
ツ
を
広
め
た
い
と
考
え

て
い
て
、
も
っ
と
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ

に
携
わ
れ
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
学
校

の
部
活
な
ど
も
強
化
し
て
い
き
た
い
。

女
子
サ
ッ
カ
ー
が
あ
っ
た
ら
生
徒
は

大
喜
び
で
参
加
す
る
と
思
う
ん
で
す

け
ど
…
。

野
田　

そ
う
な
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

ド
イ
ツ
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
視

察
で
回
っ
て
き
た
ん
で
す
が
、
公
園

が
普
通
に
サ
ッ
カ
ー
場
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
。
日
本
は
土
地
柄
仕
方
が

な
い
ん
で
す
け
ど
、
場
所
が
な
い
と

い
う
の
が
、
一
番
大
き
な
課
題
で
す

ね
。

矢
野　

狛
江
も
全
国
で
２
番
目
に
面

積
が
小
さ
い
市
で
す
か
ら
、
そ
う
し

た
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
の
が
難
し
い
。

校
庭
が
利
用
で
き
る
学
校
の
ラ
イ
ン

で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
近
づ
け
て
い
っ
た

ら
い
い
の
か
な
。

野
田　

行
政
と
う
ち
の
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

が
組
ん
で
芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
作

っ
て
、
一
般
開
放
し
た
り
、
試
合
を

観
戦
し
て
も
ら
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な

形
で
協
力
し
て
い
け
た
ら
理
想
で
す

ね
。
私
の
ふ
る
さ
と
な
の
で
、
狛
江

で
も
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
む
取

矢
野　

新
年
に
あ
た
り
今
年
一
年
の

抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

野
田　

今
年
は
ま
ず
日
テ
レ
・
ベ
レ

ー
ザ
で
昨
年
達
成
で
き
な
か
っ
た

「
な
で
し
こ
リ
ー
グ
」
で
の
優
勝
！

こ
れ
が
一
番
の
目
標
で
す
。
今
年
は

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ア
ン
ダ

ー　

と　

の
世
界
大
会
の
３
つ
が
あ

２０

１７

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
選
手
を
日
テ

レ
・
ベ
レ
ー
ザ
か
ら
た
く
さ
ん
送
り

込
ん
で
、
合
宿
が
全
部
重
な
っ
た
ら

ベ
レ
ー
ザ
の
選
手
が
一
人
も
い
な
い

と
い
う
状
況
に
し
た
い
で
す
ね
。
ま

た
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
も

「
こ
の
選
手
は
き
っ
と
次
も
エ
ー
ス

だ
よ
ね
」
っ
て
、
選
手
を
何
人
も
何

人
も
送
り
込
め
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

矢
野　

本
日
は
長
時
間
に
わ
た
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日

の
お
話
を
伺
っ
て
い
て
、
今
年
は
女

子
サ
ッ
カ
ー
界
に
と
っ
て
も
、
野
田

さ
ん
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、

大
事
な
年
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
成
果
を

根
付
か
せ
て
、
地
域
や
学
校
で
も
身

近
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
が
ら
、
夢
を

持
ち
続
け
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
育

っ
て
い
け
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

国
体
を
活
用
し
な
が
ら
私
た
ち
も

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
が
、
野
田
さ
ん

も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
夢
実
現
か
ら
地

域
の
チ
ー
ム
づ
く
り
ま
で
、
ご
活
躍

を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

矢
野　

野
田
さ
ん
自
身
は
、
選
手
時

代
の
サ
ッ
カ
ー
と
、
今
の
監
督
や
理

事
と
し
て
全
体
を
動
か
す
立
場
と
し

て
の
サ
ッ
カ
ー
と
、
ど
う
違
っ
て
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
か
。

野
田　

は
っ
き
り
言
っ
て
、
現
役
の

時
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど
楽
だ
っ
た
な
ぁ

と
…
。
選
手
に
は
最
近
「
ぜ
い
た
く

だ
よ
」
と
怒
る
ん
で
す
（
笑
）。

　

選
手
は
サ
ッ
カ
ー
だ
け
や
っ
て
い

れ
ば
い
い
ん
で
す
が
、
理
事
や
監
督

に
な
る
と
仕
事
が
す
ご
く
増
え
た
し
、

り
組
み
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

矢
野　

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
で
す
ね
。

新
春
対
談

新
春
対
談

東
京
多
摩
国

東
京
多
摩
国
体体

新
年
の
抱

新
年
の
抱
負負

-
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野
田
さ
ん
の
サ
イ
ン
入
り
写

真
を
５
人
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
は

が
き
に
「
新
春
対
談
写
真
希

望
」・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
に
対

談
の
感
想
を
記
入
の
上
、
１
月

　

日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、
お

１３申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選

を
行
い
、
当
選
者
の

発
表
は
、
写
真
の
発

送
を
も
っ
て
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
〕
政
策
室
広

報
広
聴
担
当
へ
。

おお
年年
玉玉

プ
レ
ゼ
ン

プ
レ
ゼ
ン
トト 　

高
校
卒
業
時
ま
で
市
内
和
泉
本
町

在
住

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
、
昭

和　

年
か
ら
平
成
８
年
ま
で
読
売
サ

５７
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
女
子
・
ベ
レ
ー
ザ（
現

日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ
）、
宝
塚
バ
ニ
ー

ズ
レ
デ
ィ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で

活
躍
、
こ
の
間
日
本
代
表
選
手
と
し

て　

試
合
に
出
場
し
、　

得
点
を
挙

７６

２６

げ
る
な
ど
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の

草
分
け
的
存
在
。
現
在
、
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
理
事
で
も
あ
り
、
日
々
精

力
的
に
活
動
し
て
い
る
。
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■
医
療
安
全
支
援
講
演
会
「
糖
尿
病

と
賢
く
つ
き
合
う
～
予
防
か
ら
療
養

生
活
ま
で
～
」

〔
日
時
〕
１
月　

日
晶
午
後
２
時
～

２０

４
時
〔
会
場
〕
多
摩
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
〔
定
員
〕
２
０
０
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１８

昌
ま
で
に
、
多
摩
府
中
保
健
所
察
０

４
２
（
３
６
２
）
２
３
３
４
へ
。

 
■
無
料
健
康
相
談

〔
日
時
〕
１
月　

日
昭
午
後
１
時　

１９

３０

分
～
２
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
科
目
〕
内
科
・
外
科

〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
事
務
所
察

（
３
４
８
８
）
２
２
６
７

 
■
犬
の
し
つ
け
・
飼
い
方
相
談

　

最
近
、
飼
い
犬
の
ふ
ん
を
処
理
せ

ず
、
道
路
等
に
放
置
し
た
ま
ま
で
あ

る
と
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
共
の
場
所
や
他
人
の
土
地
な
ど
を

汚
さ
な
い
よ
う
に
、
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
散
歩
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
１
月

　

日
晶
午
前
９

２７時　

分
～　

時

３０

１１

　

分
〔
定
員
〕

３０先
着
６
人
〔
相
談
員
〕
西
川
文
二
さ

ん
（
東
京
都
動
物
愛
護
推
進
員
）

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

健
康
支
援
課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

 
■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
１
月　

日
昌
・　

日
昭
午

１８

１９

後
１
時
か
ら
〔
対
象
〕
平
成　

年
９

２３

月
生
ま
れ
の
乳
児
〔
持
ち
物
〕
母
子

健
康
手
帳
･
問
診
票
･
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援

課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
第
１
回
心
の
健
康
講
座
～
知
っ
て

い
ま
す
か
？
「
う
つ
病
」
の
こ
と
～

〔
日
時
〕
１
月　

日
晶
午
後
２
時
～

２７

４
時
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
内
容
〕

５０

う
つ
病
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
命
の
大
切
さ
や
心
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
ま
す
〔
講
師
〕

楯
林
義
孝
さ
ん
（
東
京
都
医
学
総
合

研
究
所
う
つ
病
研
究
室
室
長
）

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

４
日
昌
か
ら
健
康
支
援
課
健
康
推
進

係
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）
察

（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
母
と
子
の
歯
の
健
康
教
室

〔
日
時
〕
２
月
２
日
昭
受
け
付
け
は

午
前
９
時　

分
か
ら
〔
対
象
〕
生
後

２５

６
カ
月
か
ら
１
歳
未
満
の
乳
児
と
お

母
さ
ん
〔
定
員
〕
先
着　

組
〔
内
容
〕

１８

母
と
子
の
歯
科
健
診
・
口
の
観
察
・

仕
上
げ
磨
き
練
習
〔
持
ち
物
〕
母
子

健
康
手
帳
・
乳
児
と
お
母
さ
ん
の
歯

ブ
ラ
シ
・
コ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
・
手
鏡

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

健
康
支
援
課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

狛
江
栄
養
士
会
の
方
の
お
話
を
聞

き
な
が
ら
、
妊
娠
中
に
特
に
必
要
な

鉄
分
・
カ
ル
シ
ウ
ム
が
た
っ
ぷ
り
取

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
で
楽
し
く
料
理
実
習

を
し
ま
す
。

　

地
域
の
妊
婦
さ
ん
と
一
緒
に
料
理

を
作
り
親
交
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援

課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
ワ
ン
コ
イ
ン
ク
ッ
キ
ン
グ
料
理
講

習
会

〔
日
時
〕
２
月
７
日
昇
午
前
９
時　
３０

分
か
ら
〔
会
場
〕
南
部
地
域
セ
ン
タ

ー
〔
定
員
〕　

人
※
多
数
抽
選
・
男

１０

性
歓
迎
〔
メ
ニ
ュ
ー
〕
フ
ラ
イ
パ
ン

で
簡
単
パ
エ
リ
ヤ
〔
持
ち
物
〕
エ
プ

ロ
ン
・
三
角
巾
〔
参
加
費
〕
５
０
０

円〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

５
日
昭
・
６
日
晶
（
午
前
９
時
～
午

後
４
時
）
に
、
狛
江
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
―
察
（
３
４
８
８
）
６
７

３
５
へ
。

小

児

初

期

救

急

平

日

夜

間

診

療

休

日

診

療

　

時
間

２４医
療
機
関
案
内

○
ひ
ま
わ
り（
東
京
都
医
療
機
関

案
内
サ
ー
ビ
ス
）

　
　

察
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

○
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

察
♯
７
１
１
９
ま
た
は
察

０
４
２（
５
２
１
）２
３
２
３

○
狛
江
消
防
署

　
　

察
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

〔
診
療
日
〕
１
日
・
２
日
・
３
日
・

４
日
・
８
日
・
９
日
・　

日
・　

１５

２２

日
・　

日
２９

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
～　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
～
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

※　

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
成

４０
人
歯
科
検
診
も
実
施
。

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

察
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
診
療
日
〕
月
～
金
曜
日
（
慈
恵

第
三
病
院
の
休
診
日
は
除
く
）※

１
月
４
日
昌
ま
で
休
診

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
～
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
方

１５

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内「
狛
江
・
調
布

小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間
診

察
室
」
察（
３
４
８
８
）２
０
６
１

代
表
）
※
一
品
持
ち
寄
り

▽
ホ
タ
ル
川
の
観
察
清
掃　
〔
日
程
〕

　

日
掌
〔
指
導
〕
小
堀
琴
乃
さ
ん

１５（
第
六
小
学
校
６
年
生
）

▽
オ
タ
マ
池
の
観
察
清
掃　
〔
日
程
〕

　

日
掌
〔
指
導
〕
倉
富
美
生
さ
ん

２２（
第
六
小
学
校
６
年
生
）

▽
ヤ
ン
マ
池
の
観
察
清
掃　
〔
日
程
〕

　

日
掌
〔
指
導
〕
柳
井
優
那
さ
ん

２９（
第
六
小
学
校
６
年
生
）

　

各
回
〔
時
間
〕
午
前　

時
～
正
午

１０

「
ク
ル
ミ
村
」集
合
※
雨
天
中
止〔
持

ち
物
〕
草
地
を
歩
け
る
服
装
・
軍
手
・

タ
オ
ル
・
水
筒
・
の
こ
ぎ
り
・
鎌
・

魚
取
り
網
な
ど

〔
問
い
合
わ
せ
〕
竹
本
察
（
５
７
６

１
）
２
８
４
４

■
狛
江
能
楽
教
室
発
表
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
掌
午
前　

時　

１５

１０

３０

分
か
ら
〔
会
場
〕
西
河
原
公
民
館

〔
内
容
〕
狛
江
能
楽
教
室
に
参
加
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
謡
・
仕
舞
・

は
や
し
を
披
露
※
能
楽
を
学
ぶ
た
め

の
講
座
も
開
催
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
能
楽
普
及
会
・

中
村
察
０
９
０
（
１
７
９
７
）
５
３

１
９

 
■
狛
江
市
国
際
交
流
協
会
「
初
釜
の

つ
ど
い
」

〔
日
時
〕
１
月　

日
掌
午
前　

時
～

１５

１１

午
後
３
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
内
容
〕
着
付
け
・
茶
席
・
懇
親
会

（
邦
楽
）〔
参
加
費
〕
５
０
０
円
（
中

学
生
以
上
）
※
会
員
と
外
国
人
の
方

は
無
料

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
協
働
調
整

担
当

■
狛
江
市
観
光
協
会
講
演
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
松
午
後
２
時
～

２１

４
時（
受
け
付
け
は
１
時　

分
か
ら
）

３０

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
定
員
〕
先

着　

人
〔
テ
ー
マ
〕
狛
江
の
地
域
ブ

６０
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た
観
光
事
業
の
展

開
〔
講
師
〕
田
中
章
雄
さ
ん
（
株
式

会
社
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
日

昭
午
前
９
時
か
ら
地
域
活
性
課
地
域

振
興
係
へ
。

■
野
川
た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば

〔
日
時
〕
１
月　

日
昇
午
前　

時
～

１７

１０

　

時　

分
※
出
入
り
自
由
〔
会
場
〕

１１

３０

野
川
地
域
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
乳
幼

児
親
子
〔
内
容
〕
専
門
の
ス
タ
ッ
フ

と
体
を
動
か
し
て
遊
べ
ま
す
※
子
育

て
相
談
も
で
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
子
育
て
支
援
課
企

画
支
援
係

■
特
別
支
援
学
級
連
合
展
覧
会

　

小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
や
、

調
布
特
別
支
援
学
校
・
府
中
特
別
支

援
学
校
・
久
我
山
青
光
学
園
に
通
っ

て
い
る
市
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
の

学
習
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
期
間
〕１
月　

日
松
～　

日
晶（　

１４

２７

２７

日
晶
は
午
前
中
の
み
）〔
会
場
〕
泉
の

森
会
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

■
映
画
会
「
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ　

　

歳
で
電
車
の
運
転
手
に
な
っ
た
男

４９の
物
語
」

〔
日
時
〕
１
月　

日
松
午
前　

時
～

２１

１０

午
後
零
時　

分
〔
定
員
〕　

人

１０

７０

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
野
川
地
域

セ
ン
タ
ー
察（
３
４
８
０
）２
２
１
１

■
お
母
さ
ん
と
幼
い
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
絵
本
サ
ロ
ン
～
ハ
ン
ド
ベ
ル

の
音
色
に
包
ま
れ
て
～

〔
日
時
〕
１
月　

日
昭
午
前　

時
～

１９

１０

正
午
※
出
入
り
自
由
〔
対
象
〕
未
就

学
児
親
子
〔
内
容
〕
絵
本
を
通
し
た

親
子
の
ふ
れ
あ
い
。
ハ
ン
ド
ベ
ル
の

演
奏
あ
り
。

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地

域
セ
ン
タ
ー
察
（
３
４
８
９
）
９
１

０
１

■
「
狛
江
水
辺
の
楽
校
」
１
月
行
事

▽
春
の
七
草
観
察
会
と
あ
け
お
め
会

　
〔
日
程
〕
８
日
掌
〔
内
容
〕
新
春
の

多
摩
川
散
策
と
七
草
摘
み
〔
指
導
〕

野
口
昌
男
さ
ん
（
狛
江
水
辺
の
楽
校

以　下　は　広　告　枠　で　す



蚊　広報こまえ　平成 ２４ 年（２０１２ 年）１ 月 １ 日

1月から3月までは、毎月第2火曜日に加えて、第4火曜日を「こま丼デー」として、市役所食堂でこま丼（野菜丼）を販売します。

以　下　は　広　告　枠　で　す

縫
道
具
・
は
さ
み
〔
申
し
込
み
〕　
１０

日
昇
か
ら

　

各
日
〔
時
間
〕
午
前　

時
～
午
後

１０

４
時
〔
参
加
費
〕
５
０
０
円
（
材
料

代
）
※
布
は
必
ず
古
布
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課（
ビ

ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

 
■
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

▽
地
域
権
利
擁
護
事
業
専
門
員
（
嘱

託
職
員
）　

〔
対
象
〕
社
会
福
祉
士
・

精
神
保
健
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
お
持
ち
の
方
〔
勤
務
日
時
〕
月

～
金
曜
日
午
前
８
時　

分
～
午
後
５

３０

時
※
週
休
２
日
、
土
曜
日
は
交
代
制

〔
勤
務
期
間
〕
随
時
～
平
成　

年
３

２５

月　

日
※
更
新
の
可
能
性
あ
り

３１
▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

（
嘱
託
職
員
）　

〔
対
象
〕社
会
福
祉

士
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
※
介
護
支

援
専
門
員
有
資
格
が
望
ま
し
い
〔
勤

務
日
時
〕
月
～
金
曜
日
午
前
８
時　
３０

分
～
午
後
５
時
※
週
休
２
日
、
土
曜

日
は
交
代
制
〔
勤
務
期
間
〕
４
月
１

日
～
平
成　

年
３
月　

日

２５

３１

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

市
社
会
福
祉
協
議
会
察（
３
４
８
８
）

０
２
９
４
へ
。

■
千
代
田
区
立
神
田
一
橋
中
学
校
通

信
教
育
課
程
生
徒

〔
対
象
〕
都
内
在
住
・
在
勤
で
、
敢

尋
常
小
学
校
か
国
民
学
校
初
等
科
を

修
了
し
た
が
高
等
学
校
の
入
学
資
格

の
な
い
方
、
ま
た
は
、
柑
現
行
制
度

で
の
義
務
教
育
未
修
了
で
学
齢
相
当

年
齢
を
超
過
し
た
方
で
、
敢
に
準
ず

る
方
〔
募
集
人
員
〕　

人
〔
選
考
日
〕

４０

３
月
４
日
掌
午
前　

時
か
ら

１０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
昇
か
ら
２
月　

日
昌
（
消
印
有

１０

２９

効
）
ま
で
に
、
願
書
を
〒
１
０
１
們

０
０
０
３
千
代
田
区
一
ツ
橋
２
們
６

們　

千
代
田
区
立
神
田
一
橋
中
学
校

１４
通
信
教
育
課
程
察
（
３
２
６
５
）
５

９
６
１
へ
。

 
■
市
民
総
合
体
育
館
の
第
一
体
育
室

を
改
修
し
ま
す

　

市
民
総
合
体
育
館
の
第
一
体
育
室

は
、
床
と
照
明
の
改
修
工
事
の
た
め

次
の
期
間
の
使
用
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〔
期
間
〕
３
月　

日
捷
～
７
月　

日

１９

１５

掌
※
若
干
の
変
更
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係

■
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▽
フ
ッ
ト
サ
ル　
〔
日
程
〕２
月　

日
１１

抄
か
ら
（
土
曜
日
を
主
に
全
５
回
）

〔
対
象
〕
小
学
校
３
～
６
年
生
〔
定

員
〕
先
着　

人
〔
参
加
費
〕
６
０
０

２５

円
（
保
険
料
・
消
耗
品
代
）

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン　
〔
日
程
〕２
月
５

日
掌
か
ら（
日
曜
日
を
主
に
全
５
回
）

〔
対
象
〕
小
学
校
４
～
６
年
生
〔
定

員
〕
先
着　

人
〔
参
加
費
〕
６
０
０

２０

円
（
保
険
料
・
消
耗
品
代
）

　

各
回
〔
時
間
〕
午
前
９
時
～　

時
１１

　

分
〔
会
場
〕
西
和
泉
体
育
館

１５〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
昇
か
ら　

日
捷
ま
で
に
、
社
会

１０

２３

教
育
課
社
会
教
育
係
（
午
前
９
時
か

ら
）
へ
。

 
脅
西
河
原
公
民
館 

察
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
こ
ま
え
市
民
大
学
「
落
語
と
そ
の

世
界
」　

〔
日
時
〕１
月　

日
松
午
後

１４

２
時
～
４
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
講
師
〕
三
笑
亭
可
女
次
さ
ん
（
落

語
芸
術
協
会
二
つ
目
）、瀧
川
鯉
ち
ゃ

さ
ん
（
落
語
芸
術
協
会
前
座
）〔
参
加

費
〕
２
０
０
円
〔
申
し
込
み
〕
５
日

昭
午
前
９
時
か
ら

■
西
河
原
映
画
会
「
母
べ
え
」（
山
田

洋
次
監
督
作
品
）　

〔
日
時
〕１
月　
１４

日
松
午
前　

時
・
午
後
２
時
の
２
回

１０

上
映（
上
映
時
間
１
２
１
分
）〔
内
容
〕

日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
突
き
進
ん
で

い
く
不
穏
な
時
代
を
背
景
に
、
情
愛

深
い
家
族
の
姿
を
描
い
た
感
動
作

■
少
年
少
女
体
験
教
室
「
新
春
餅
つ

き
会
」　

〔
日
時
〕１
月　

日
掌
午
前

１５

　

時
～
午
後
２
時
〔
対
象
〕
小
学
校

１０３
年
生
～
中
学
生
〔
定
員
〕
先
着　
１５

人
〔
講
師
〕
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
指
導

者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〔
持
ち
物
〕
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭
き
〔
参
加

費
〕
５
０
０
円
（
材
料
代
）〔
申
し
込

み
〕
５
日
昭
午
前
９
時
か
ら

■
臨
時
休
館　

１
月　

日
松
は
電
気

２１

設
備
点
検
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

脅
中
央
公
民
館 

察
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■
狛
プ
ー
（
青
年
教
室
）
～
ダ
ン
ス

を
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

～　
〔
日
程
〕１
月　

日
昭
・　

日
昭
・

１２

１９

　

日
昭
（
全
３
回
）〔
時
間
〕
午
後
７

２６時
～
９
時
〔
持
ち
物
〕
運
動
で
き
る

服
装
・
靴
〔
申
し
込
み
〕
５
日
昭
午

前
９
時
か
ら

 
脅
中
央
図
書
館 

察
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

■
子
ど
も
お
は
な
し
会　

１
月　

日
１１

昌
・　

日
昌
・　

日
昌
い
ず
れ
も
午

１８

２５

後
３
時　

分
か
ら
（
４
歳
以
上
の
子

３０

ど
も
）

■
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会　

１

月　

日
昭
・　

日
昭
〔
０
歳
～
１
歳

１２

２６

の
子
ど
も
と
保
護
者
〕
午
前　

時　
１０

３０

分
～　

時　

分
〔
２
歳
～
３
歳
の
子

１０

４５

ど
も
と
保
護
者
〕
午
前　

時
～　

時

１１

１１

　

分
２０脅

西
河
原
公
民
館 

察
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
西
河
原
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

〔
時
間
〕
午
後
３
時　

分
か
ら
▽
１

４５

月　

日
昭
〔
絵
本
〕
３
び
き
の
く
ま

１２
〔
紙
芝
居
〕
た
の
し
い
お
し
ょ
う
が

つ
〔
折
り
紙
〕
し
し
ま
い
▽　

日
昭

１９

〔
絵
本
〕
ハ
リ
ー
の
セ
ー
タ
ー
〔
お

は
な
し
〕
え
と
の
お
こ
り
〔
工
作
〕

こ
ま
▽　

日
昭
〔
絵
本
〕
と
ら
た
と

２６

お
お
ゆ
き
〔
紙
芝
居
〕
ね
ぼ
す
け
こ

び
と
〔
工
作
〕
お
り
が
み
だ
こ

脅
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー 

察
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０

■
岩
戸
図
書
室
「
お
は
な
し
会
」
～

お
は
な
し
で
温
ま
ろ
う
～　
〔
日
時
〕

１
月　

日
松
午
後
１
時　

分
か
ら

１４

３０

〔
対
象
〕
幼

児
～
小
学
校

低
学
年
〔
内

容
〕
龍
の
で

る
お
は
な
し
、

他
〔
協
力
〕

狛
江
お
は
な
し
の
会
く
ー
す
け

 
■
私
立
高
等
学
校
等
入
学
支
度
金
貸

付
制
度

〔
対
象
〕
４
月
に
入
学
支
度
金
制
度

が
あ
る
都
内
の
私
立
高
等
学
校
、
中

等
教
育
学
校
後
期
課
程
、
特
別
支
援

学
校
高
等
部
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
高
等
課
程
（
三
年
制
）
へ
入

学
す
る
生
徒
の
都
内
在
住
の
保
護
者

〔
貸
付
額
〕　

万
円
（
学
校
が
無
利

２０

子
で
貸
し
付
け
）〔
返
還
方
法
〕
在
学

期
間
中
に
月
賦
、
半
年
賦
等
で
学
校

に
返
還
〔
申
し
込
み
〕
合
格
決
定
後
、

入
学
に
必
要
な
費
用
を
支
払
う
前
に

学
校
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
入
学
す
る
学
校
、

ま
た
は
（
公
財
）
東
京
都
私
学
財
団

察
（
５
２
０
６
）
７
９
２
６

 
■
狛
江
市
・
調
布
市
・
東
京
都
多
摩

消
費
生
活
セ
ン
タ
―
共
催
商
品
テ
ス

ト
講
座
「
食
と
健
康
に
つ
い
て
考
え

る
～
み
そ
に
つ
い
て
学
ぼ
う
～
」

〔
日
程
・
内
容
〕
▽
１
月　

日
晶
・

１３

わ
が
家
の
み
そ
汁
を
調
べ
て
み
よ
う

▽　

日
晶
・
手
作
り
み
そ
に
挑
戦〔
時

２０
間
〕
午
後
１
時　

分
～
４
時
〔
会
場
〕

３０

調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り〔
定
員
〕

６
人
（
大
人
の
み
）〔
講
師
〕
澤
木
佐

重
子
さ
ん
・
福
岡
ひ
と
み
さ
ん
（
コ

ン
シ
ュ
ー
マ
ー
技
術
教
育
研
究
会
）

〔
持
ち
物
〕
エ

プ
ロ
ン
・
タ
オ

ル
・
三
角
巾
・

筆
記
用
具
・
家

庭
で
作
っ
た
み
そ
汁
１
０
０
呪
程
度

（　

日
晶
の
み
）〔
参
加
費
〕
１
０
０

２０
円
※　

日
晶
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
日

昭
午
前
９
時
か
ら
地
域
活
性
課
地
域

振
興
係
へ
。

■
家
庭
福
祉
員
養
成
講
座
～
家
庭
福

祉
員
と
し
て
認
定
し
ま
す
～

▽
講
習
会　
〔
日
程
〕１
月　

日
捷
～

２３

２
月
中
旬
〔
会
場
〕
５
０
２
会
議
室
、

他
〔
内
容
〕
保
育
の
基
礎
研
修
〔
持

ち
物
〕
筆
記
用
具

▽
実
務
研
修　
〔
日
程
〕２
月
中
旬
～

３
月　

日
晶
〔
会
場
〕
市
立
保
育
園

３０

〔
参
加
費
〕
１
日
２
４
０
円
（
保
育

園
の
給
食
代
）
※
動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

各
日
〔
時
間
〕
午
前
９
時
～
午
後

４
時

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
晶
ま
で
に
、
児
童
青
少
年
課
保

１３育
係
へ
。

■
古
布
再
生

▽
は
け
な
く
な
っ
た
ジ
ー
ン
ズ
で
マ

イ
バ
ッ
ク
を
作
ろ
う　
〔
日
程
〕１
月

　

日
昭
〔
持
ち
物
〕
ジ
ー
ン
ズ
・
裁

１２縫
道
具
一
式
・
ミ
シ
ン
糸
・
裁
ち
ば

さ
み
〔
申
し
込
み
〕
５
日
昭
か
ら

▽
着
な
く
な
っ
た
着
物
で
ズ
ボ
ン
を

作
ろ
う　
〔
日
程
〕
１
月　

日
晶
〔
持

１３

ち
物
〕
着
物
（
生
地
は
ウ
ー
ル
、
絹
、

化
繊
ど
れ
で
も
可
）・
裁
縫
道
具
一

式
・
ミ
シ
ン
糸
・
３
尺
幅
の
ウ
エ
ス

ト
ゴ
ム
（
自
分
の
サ
イ
ズ
＋
５
尺
）・

裁
ち
ば
さ
み
・
紙
ば
さ
み
〔
申
し
込

み
〕
５
日
昭
か
ら

▽
古
い
布
を
裂
い
て
草
履
を
作
ろ
う

　
〔
日
程
〕
１
月　

日
捷
・　

日
昇

２３

２４

〔
持
ち
物
〕
古
シ
ー
ツ
（
１
枚
）
や

古
Ｔ
シ
ャ
ツ
（
２
枚
程
度
）
４
～
８

尺
に
裂
い
た
も
の
・
筆
記
用
具
・
裁
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■
む
い
か
ら
年
中
行
事
「
ま
ゆ
玉

飾
り
を
作
ろ
う
」

〔
日
時
〕
９
日
抄
午
前　

時
～
午

１０

後
零
時　

分
３０

〔
対
象
〕
小
学
生

〔
定
員
〕　

人
※
要
予
約

２０

〔
内
容
〕
粉
を
こ
ね
て
、
臼
で
つ

い
て
作
る
お
団
子
で
ま
ゆ
玉
を
作

り
、
木
に
飾
り
付
け
ま
す
。

〔
指
導
〕
稲
葉
和
也
さ
ん
、
曽
根

嘉
七
さ
ん

〔
持
ち
物
〕
タ
オ
ル
・
三
角
巾
・

エ
プ
ロ
ン

■
年
中
行
事
展
示「
ま
ゆ
玉
飾
り
」

〔
展
示
期
間
〕
９
日
抄
～　

日
松

１４

〔
内
容
〕
子
ど
も
た
ち
と
作
っ
た

ま
ゆ
玉
飾
り
を
展
示
し
ま
す
。

■
ス
タ
ー
☆
ツ
ア
ー
ズ
（
星
を
見

る
会
）

〔
日
時
〕　

日
松
午
後
６
時　

分

２１

３０

～
８
時　

分
（
雨
天
の
場
合
は
翌

３０

日
に
順
延
）

〔
対
象
〕
小
・
中
学
生
（
保
護
者

の
同
伴
可
）

〔
定
員
〕　

人
※
要
予
約

７０

〔
案
内
〕
星
の
ソ
ム
リ
エ
の
皆
さ

ん■
大
笑
い
腹
話
術
「
む
い
か
ら
正

月
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
」

〔
日
時
〕　

日
掌
午
後
２
時
～
３

２２

時〔
出
演
〕
狛
江
腹
話
術
愛
好
会
の

皆
さ
ん

■
そ
ば
打
ち
講
習
会

〔
日
時
〕　

日
掌
午
前
９
時　

分

２９

３０

～
午
後
零
時　

分
３０

〔
定
員
〕　

人
※
要
予
約

１０

〔
指
導
〕
曽
根
嘉
七
さ
ん
、
他

〔
持
ち
物
〕
タ
オ
ル
・
三
角
巾
・

エ
プ
ロ
ン
・
筆
記
用
具

〔
参
加
費
〕
１
埀
０
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
む

い
か
ら
民
家
園
察
（
３
４
８
９
）

８
９
８
１
（
２
日
承
～
５
日
昭
、

水
・
木
曜
日
は
休
園
）
へ
。

脅
狛
江
子
ど
も
の
家 

察
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕１
月　

日
１９

昭
午
前　

時
～　

時（
雨
天
中
止
）

１０

１１

〔
内
容
〕
園
児
と
一
緒
に
体
操
を

す
る
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談

脅
多
摩
川
保
育
園 

察
０
４
２（
４
８
３
）４
６
６
７

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕１
月　

日
１３

晶
午
前　

時
～　

時（
雨
天
中
止
）

１０

１１

〔
内
容
〕
ま
ゆ
玉
飾
り
・
子
育
て

に
関
す
る
相
談

市
立
保
育
園
園
庭
開
放 

「
お
ひ
さ
ま
」

　

子
ど
も
と
家
庭
に
関
す
る
簡
単

な
相
談
、
指
導
も
行
い
ま
す
。

〔
日
程
〕
左
表
の
と
お
り
※
雨
天

中
止
〔
時
間
〕
午
前
９
時　

分
～

４０

　

時　

分
〔
対

１１

３０

象
〕
市
内
在
住

の
未
就
学
児
と

そ
の
保
護
者

〔
持
ち
物
〕
着

替
え
・
タ
オ
ル

等
※
親
子
と
も

汚
れ
て
よ
い
服

装
で
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
各
園

脅
和
泉
児
童
館 

察
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
映
画
会
「
銀
魂
（
劇
場
版
）
～

新
訳
紅
桜
篇
～
」　

〔
日
時
〕１
月

４
日
昌
午
後
２
時
～
３
時　

分
３０

〔
対
象
〕
小
学
生

■
中
高
生
映
画
会「
ち
は
や
ふ
る
」

　
〔
日
時
〕１
月
４
日
昌
午
後
６
時

～
７
時

■
す
く
す
く
測
定　
〔
日
時
〕１
月

　

日
昌
午
前　

時　

分
～　

時　

１１

１０

３０

１１

３０

分
〔
対
象
〕
乳
幼
児
※
直
接
、
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

脅
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

察
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕１
月　
１１

日
昌
午
後
４
時
～
４
時　

分
〔
対

４５

象
〕
小
学
生
〔
内
容
〕
楽
し
い
冬

の
お
話
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

脅
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

察
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
す
く
す
く
測
定
～
子
ど
も
の
身

長
・
体
重
を
測
り
ま
す
～　
〔
日

時
〕
▽
１
月　

日
昇
午
後
１
時　

１０

３０

分
～
２
時　

分
※
栄
養
士
に
よ
る

３０

相
談
あ
り
▽　

日
昌
午
前　

時　

１１

１０

１５

分
～　

時　

分
〔
対
象
〕
乳
幼
児

１１

１５

親
子
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申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 ・ 時 間　相 談 名
事前予約制。相談日の
１週間前から政策室広
報広聴担当で受け付け

弁 護 士毎週月・木曜日　午前９時～正午法 律 相 談

事前予約制。
４日昌から政策室
広報広聴担当で受
け付け
（夜間相談は相談
当日の午後４時ま
で受け付け）

カウンセラー４日昌・１８日昌　午前９時～正午カウンセリング・
心 の 相 談

建 築 士１１日昌　午後１時～４時住 宅 相 談
狛江市マンション
管 理 士 会１３日晶　午後１時～４時マ ン シ ョ ン

管 理 相 談
行 政 書 士 会
調 布 支 部

１７日昇　午後１時～４時
相 続 相 談

夜間相談　１０日昇　午後６時～８時

カウンセラー１１日昌・２５日昌　午前９時～正午女性悩みごと相談

弁 護 士１７日昇　午前９時～正午交 通 事 故 相 談
宅 地 建 物
取 引 業 協 会１０日昇　午後１時～４時不動産取引相談

司法書士会調布支部夜間相談　２３日捷　午後６時～８時登 記 相 談
人権擁護委員１９日昭　午後１時～４時人権身の上相談
行政相談委員２０日晶　午後１時～４時行 政 相 談
土 地 家 屋
調 査 士 会２６日昭　午後１時～４時土 地 家 屋 調 査

測量表示登記相談

東京税理士会
武蔵府中支部

１２日昭　午後１時～４時

税 務 相 談 事前予約制。
会場は同支部
察０４２（４８８）５５５０

毎週木曜日　午前１０時～正午
　　　　　　午後１時～４時

申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 ・ 時 間　相 談 名

地域活性課へ（午後
３時まで受け付け）消費生活相談員月～金曜日　午前９時～正午

　　　　　　午後１時～４時消 費 生 活 相 談

２階第１市民相談
室へ保 護 司２４日昇　午前１０時～正午

　　　　午後１時～３時更 生 保 護 相 談

福祉サービス支援室へ難病者相談員今月はお休み難 病 者 相 談

福祉総合相談窓口
へ

手 話 通 訳 士１１日昌　午前９時～正午聴覚障がい者相談
介護保険相談員５日昭・１９日昭　午後１時～４時介 護 保 険 相 談

事前予約制。福祉サー
ビス支援室で受け付け精 神 科 医 師１０日昇　午前９時～１１時こ こ ろ の

健 康 相 談 室

子育て支援課へ母子自立支援員月～金曜日　午前８時３０分～正午
　　　　　　午後１時～５時母子・女性相談

狛江市教育研究所
察（３４３０）６６５５へ
（午後４時まで受
け付け）

教 育 相 談 員月～金曜日　午前９時～午後５時教 育 相 談

直接２階フロアーへ保健師、栄養士１２日昭・２６日昭　午前１０時～正午健 康 相 談
健康支援課へ（午
後３時３０分まで受
け付け）

社会保険労務士毎週月・水・金曜日　午前９時～正午
　　　　　　　　　午後１時～４時年 金 相 談

納税課（市役所２階８番窓口）へ月～金曜日　午前８時３０分～午後５時市 税 納 税 相 談
狛江市シルバー人材センター
察（３４８８）６７３５※電話予約制１６日捷　午後１時３０分～４時高 年 齢 者 就 業

説 明 相 談

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育子育てててててててててててててててててててててて

111111111111
月月月月月月月月月月月月
のののののののののののの
古古古古古古古古古古古古
民民民民民民民民民民民民
家家家家家家家家家家家家

1
月
の
古
民
家
園園園園園園園園園園園園園

■「おひさま」１月日程
備　考日程園　名
身体測定１０日昇和泉保育園

察（３４８０）０５９８ こま遊び２３日捷
園庭遊び１１日昌藤塚保育園

察（３４８９）２８３５ 園庭遊び等１９日昭
身体測定１２日昭駒井保育園

察（３４８０）９３６１ 体操２３日捷
童歌遊び１２日昭駄倉保育園

察（３４８９）５４１５ 身体測定等１９日昭
身体測定１１日昌宮前保育園

察（３４８０）４４４８ こま遊び２３日捷
体育遊び１０日昇三島保育園

察（３４８８）３８９８ 身体測定２５日昌

華やかなまゆ玉飾り

■「音楽の街－狛江」新春長唄コンサー
ト～聴いてみよう・唄ってみよう～
〔日時〕１月１５日掌午後２時～３時３０分
〔会場〕泉の森会館
〔出演〕松永 和  米 （唄）、芳村 孝  次  女 （三

わ よね こう じ め

味線）、松永 鐵  史  穂 （三味線）
てつ し ほ

〔入場料〕２，０００円（全席自由）
〔申し込み〕狛江市文化振興事業団察（３４３０）４１０６、泉の森会
館察（５４９７）５４４４へ。
■市役所ロビーコンサート
〔日時〕１月１８日昌午後零時１５分～零時４５分
〔会場〕市役所２階ロビー
〔出演〕畠山美津子（フルート）、宮
川康子（ピアノ）
〔問い合わせ〕狛江市文化振興事業団
察（３４３０）４１０６

■かわせみチャリティーコンサート
第１２２回「New Year Jazz Concert」
〔日時〕１月２８日松午後２時～４時（１
時３０分開場）
〔会場〕谷戸橋地区センター
〔出演〕イズミスイングオーケストラ
〔問い合わせ〕地域活性課市民文化係 イズミスイングオーケストラ

畠山美津子 宮川康子

「「   」」
イベントコーナイベントコーナーー
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